
正常分娩の保険適用に関するアンケート

分娩中心の医療機関「反対」７割超分娩中心の医療機関「反対」７割超

　
正
常
分
娩
の
保
険
適
用
を
め
ぐ
り
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
産
婦
人
科
部
会
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
分
娩
を
中
心
に
運
営
す
る
医
療
機
関
の
約
７
割
が
「
基
本
単
価
＋
施
設
加

算
」
方
式
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
同
部
会
は
今
回
の
結
果
を
も
と
に
７

月
30
日
、
厚
労
省
へ
要
請
を
行
う
予
定
で
す
。

　
５
月
29
日
、
出
産
時
の
分
娩

費
用
を
無
償
に
す
る
新
制
度
の

創
設
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
健
康

保
険
法
が
参
院
本
会
議
で
成
立

し
ま
し
た
。
正
常
分
娩
に
か
か

る
費
用
の
全
額
を
公
的
保
険
で

賄
い
、
全
国
一
律
の
価
格
が
今

後
検
討
さ
れ
ま
す
。
そ
の
先
行

き
を
懸
念
す
る
声
が
分
娩
医
療

機
関
よ
り
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
産
婦
人
科
部
会
で

は
、
分
娩
医
療
機
関
の
現
状
と

意
向
を
集
約
す
べ
く
、
４
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
「
正
常
分
娩

の
保
険
適
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
」
を
大
阪
府
下
の
１
１
４

の
分
娩
取
扱
医
療
機
関
に
要
請

し
、
65
施
設
か
ら
の
回
答
を
得

ま
し
た
（
回
答
率
57
％
）。

　
「
正
常
分
娩
に
基
本
単
価
、

施
設
ご
と
の
加
算
評
価
と
す
る

こ
と
に
つ
い
て
」
の
問
い
に

は
、
ほ
ぼ
分
娩
の
み
で
病
床
を

運
営
す
る
産
科
病
院
・
有
床
診

療
所
で
は
、
「
賛
成
」

が
０

％
、「
反
対
」
が
約
74
％
、「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
約
26

％
と
な
り
ま
し
た

（
図
１
）。

一
方
、
総
合
病
院
で
は

「
賛

成
」
が
最
多
と
な
り
、
加
算
や

体
制
評
価
の
具
体
的
な
内
容
次

第
で
判
断
が
分
か
れ
ま
し
た
。

産婦人科部会
図１　�正常分娩に基本単価、施設

ごとの加算評価について（産

科病院・有床診療所のみ）

図２　�現在の出産育児一時金（50

万円）で保険適用された場

合の取り扱いについて
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74％
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反
対
の
理
由
と
し
て
は
、

「
十
分
な
費
用
の
保
障
が
な
い

（
29
件
）」
が
最
も
多
く
、
次

い
で
「
分
娩
費
用
の
固
定
化
に

よ
る
経
営
難
（
28
件
）」
、
「
付

加

サ

ー

ビ

ス

の

制

限
（

22

件
）」
、
「
医
療
側
の
裁
量
権
が

失
わ
れ
る

（
18
件
）」
と
続
き

ま
し
た
。
自
由
意
見
で
も
、
正

常
分
娩
と
異
常
分
娩
の
境
界
の

曖
昧
さ
や
、
物
価
高
騰
が
続
く

な
か
で
費
用
を
固
定
化
す
る
こ

と
へ
の
経
営
上
の
不
安
を
訴
え

る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
出
産
育
児
一
時
金

（
50
万
円
）
で
保
険
適
用
さ
れ

た
場
合
の
分
娩
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
物
価
高
騰
の
情
勢
か
ら

「
継
続
で
き
な
い
」
と
す
る
意

見
が
多
く
、
「
継
続
で
き
る
」

と
回
答
し
た
医
療
機
関
か
ら

も
、
今
後
の
物
価
動
向
を
懸
念

す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

（
図
２
）。

　
ま
た
「
正
常
分
娩
の
保
険
適

用
は
少
子
化
対
策
に
な
る
か
」

と
の
問
い
に
は
、
「
少
子
化
対

策
に
な
ら
な
い
」
が
80
％
を
占

め
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」
が
約
12
％
、
「
少
子
化
対

策
に
な
る
」
は
わ
ず
か
５
％
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
保
険
適
用
に
よ
っ
て
妊
産
婦

の
費
用
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
点

は
評
価
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
れ
が

少
子
化
対
策
と
し
て
実
効
性
を

持
つ
と
は
考
え
て
い
な
い
医
療

機
関
が
大
半
を
占
め
る
と
い
う

実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　
大
阪
府
保
険
医
協
会
産
婦
人

科
部
会
は
、
７
月
30
日
に
今
回

の
調
査
結
果
を
も
と
に
厚
労
省

に
要
請
し
ま
す
。
正
常
分
娩
の

保
険
適
用
を
前
提
と
し
な
い
出

産
育
児
一
時
金
の
見
直
し
や
、

少
子
化
対
策
に
係
る
費
用
を
税

財
源
で
賄
う
こ
と
な
ど
を
求

め
、
拙
速
な
制
度
設
計
と
な
ら

な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

「
十
分
な
費
用
保
障
が
な
い
」

「
十
分
な
費
用
保
障
が
な
い
」

「
費
用
固
定
化
に
よ
る
経
営
難
」

「
費
用
固
定
化
に
よ
る
経
営
難
」

反対理由反対理由

配
慮
措
置
に
「
通
年
使
用
」
条
件

配
慮
措
置
に
「
通
年
使
用
」
条
件

「
一
部
保
険
外
療
養
」
有
識
者
会
議
で
検
討
始
ま
る

　
来
年
３
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

予
定
の
「
一
部
保
険
外
療
養
」

に
つ
い
て
、
患
者
に
別
途
の
追

加
負
担
を
求
め
な
い
配
慮
措
置

の
具
体
的
内
容
の
検
討
が
有
識

者
会
議
で
始
ま
り
ま
し
た
。
有

識
者
会
議
で
は
、
配
慮
措
置
の

中
の
１
つ
の
類
型
で
あ
る
「
医

師
が
対
象
医
薬
品
の
長
期
使
用

等
が
医
療
上
必
要
と
考
え
る

方
」
の
整
理
案
と
し
て
、
「
１

年
を
通
じ
た
使
用
実
態
を
確
認

で
き
る
場
合
」
と
す
る
こ
と
が

厚
労
省
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を

「
通
年
使

用
」
し
た
実
績
を
医
師
が
確
認

し
て
初
め
て
追
加
負
担
の
対
象

外
と
判
断
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
大
阪
府
保
険
医
協
会
は
、
厚

労
省
に
「
医
師
が
判
断
で
き
れ

ば
、
最
初
か
ら
通
年
性
の
慢
性

疾
患
と
し
て
追
加
負
担
の
対
象

外
に
す
べ
き
」
な
ど
制
度
改
善

と
と
も
に
、
「
一
部
保
険
外
療

養
」
創
設
の
撤
回
を
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

有
識
者
会
議
８
月
に

有
識
者
会
議
８
月
に

か
け
検
討

か
け
検
討

　
５
月
29
日
に
特
別
国
会
で
成

立
し
た
「
改
正
健
康
保
険
法
」

で
新
設
が
決
定
し
た
、
い
わ
ゆ

る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
（
77
成
分
・

１
１
０
０
品
目
）
へ
の
「
一
部

保
険
外
療
養
」
に
つ
い
て
、
実

際
の
運
用
基
準
な
ど
を
検
討
す

る
有
識
者
会
議
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
保
険
給
付
の
見
直
し
の
実

施
に
向
け
た
技
術
的
検
討
会
」

が
６
月
25
日
か
ら
開
か
れ
て
い

ま
す
。
８
月
に
か
け
て
検
討
会

を
計
４
回
開
催
し
、
８
月
以
降

に
「
技
術
的
検
討
会
」
に
よ
る

検
討
の
整
理
を
、
厚
労
省
・
医

療
保
険
部
会
と
中
央
社
会
保
険

医
療
協
議
会
（
中
医
協
）
に
報

告
し
、
各
審
議
会
に
お
い
て
審

議
の
上
で
決
定
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
来
年
３
月
実
施
予
定
の
「
一
部
保
険
外
療
養
」
に
お
い

て
、
追
加
負
担
を
求
め
な
い
配
慮
措
置
の
運
用
基
準
を
検

討
す
る
有
識
者
会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
厚
労
省
か
ら
は

「
医
師
が
長
期
使
用
を
必
要
と
判
断
す
る
患
者
」
に
つ
い

て
「
1
年
間
の
使
用
実
態
の
確
認
」
を
目
安
と
す
る
案
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
改
正
健
康
保
険
法
」
の
国

会
審
議
の
中
で
厚
労
省
は
、
別

途
の
追
加
負
担
を
求
め
な
い

「
配
慮
が
必
要
な
者
」
と
し
て

①
こ
ど
も

（
18
歳
以
下
）
、
②

低
所
得
者
（
生
活
保
護
受
給

者
）
、
③
入
院
患
者
（
退
院
時

を
含
む
）
、
④
が
ん
患
者
や
難

病
患
者
な
ど
配
慮
が
必
要
な
慢

性
疾
患
を
抱
え
て
い
る
方
（
が

通
年
使
用
の
実
績
が
な
け
れ
ば

通
年
使
用
の
実
績
が
な
け
れ
ば

追
加
負
担
か

追
加
負
担
か

○「保険外併用療養費」の新類型として新設

○�療養の給付から対象薬剤の薬剤費の一部を差し

引き、別途患者負担（特別の料金）とする

○制度開始は27年３月施行を予定

＊対象薬剤：77成分・1100品目

＊特別の料金：薬剤費の４分の１＋消費税

※「＊」は７月20日時点での告示事項

＊�配慮措置（※有識者会議で検討中）

①こども（18歳以下）、②低所得者（生活保護受給者）、③入

院患者（退院時を含む）、④がん患者や難病患者など配慮が

必要な慢性疾患を抱えている方（がんや当該難病等と関係す

る療養の場合）、⑤医師が対象医薬品の長期使用等が医療上

必要と考える方

ん
や
当
該
難
病
等
と
関
係
す
る

療
養
の
場
合
）
、
⑤
医
師
が
対

象
医
薬
品
の
長
期
使
用
等
が
医

療
上
必
要
と
考
え
る
方
等
を
挙

げ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
「
⑤
医
師
が
対
象

医
薬
品
の
長
期
使
用
等
が
医
療

上
必
要
と
考
え
る
方
」
に
お
け

る

「
長
期
使
用
」
は
、
「
通
年

処
方
」
を
目
安
と
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現

時
点
の
整
理
案
で
は
、
「
医
師

が
長
期
に
処
方
が
必
要
で
あ
る

と
判
断
す
れ
ば
別
途
の
負
担
の

対
象
外
と
整
理
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
」
と
し
、
「
基
本
的
に

は
、
１
年
を
通
じ
た
使
用
実
態

を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
る
も

の
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ル
ー
ル
が
採
用
さ
れ
た

場
合
、
医
師
は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
処
方
時
に
過
去
１
年
間
の
診

療
経
過
や
処
方
歴
を
お
薬
手
帳

や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
よ

る
薬
剤
情
報
等
に
よ
り
確
認
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
診
療

に
大
き
な
負
担
が
か
か
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
患
者
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
今
後
新
た
な
疾
患
に
よ

り
長
期
使
用
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
、
１
年
間
は
追
加
負
担
を

払
い
続
け
る
必
要
が
あ
り
、
薬

剤
費
負
担
が
大
幅
に
増
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
一
部
保
険
外
療
養
」

「
一
部
保
険
外
療
養
」

創
設
は
撤
回
を

創
設
は
撤
回
を

　
ま
た
、
有
識
者
会
議
で
は
、

「
一
部
保
険
外
療
養
」
の
対
象

と
な
る
77
成
分
す
べ
て
に
お
い

て
、
効
能
・
効
果
の
記
載
ぶ
り

が
医
療
用
医
薬
品
と
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医

薬
品
（
市
販
薬
）
と
で
異
な
っ

て
い
る
医
薬
品
に
お
い
て
、
追

加
負
担
を
求
め
る
病
名
・
症
状

の
整
理
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
師
に
よ
っ
て
追
加
負
担
を
求

め
る
か
判
断
が
分
か
れ
る
こ
と

を
避
け
る
た
め
と
し
て
い
ま
す

が
、
処
方
権
の
侵
害
に
つ
な
が

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
大
阪
府
保
険
医
協
会
は
、
有

識
者
会
議
で
取
り
ま
と
め
ら
れ

る
「
中
間
整
理
」
が
現
場
実
態

に
即
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
要

望
す
る
と
と
も
に
、
そ
も
そ
も

保
険
収
載
さ
れ
て
い
る
医
薬
品

の
薬
剤
費
の
一
部
を
保
険
外
と

す
る
こ
と
に
大
き
な
問
題
が
あ

る
た
め
、
「
一
部
保
険
外
療

養
」
創
設
の
撤
回
を
求
め
る
取

り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

●第１回目（６月 25 日）
◇�対象医薬品に係る効能・効果の整理

の考え方

◇�別途の負担を求めない者と求めない

療養の類型ごとの基本的な考え方

（がん患者、難病患者など配慮が必要

な慢性疾患を抱えている）

●第２回目（７月 10 日）
◇�効能・効果に違いに関する成分別の

検討

◇�別途の負担を求めるか否かが論点と

なるケースの検討

有識者会議の主な議題

一部保険外療養とは一部保険外療養とは

薬剤費の
４分の１

技術料 薬剤料

定額
負担 自己負担

特
別
の
料
金

（３） （1963年７月９日第三種郵便物認可）大 阪 保 険 医 新 聞 第2208号２０２６年７月２５日 （毎月5、15、25日発行）


